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 Japan Knowledge Lib[ジャパン ナレッジ リブ]は、約 50 種類の辞事典、叢書、雑誌が検索できる、国内最大級

の辞書・事典集合データベースです。 

 【基本検索】は、搭載されている辞事典を横断検索しやすいようシンプルな設定になっていますが、 

【詳細（個別）検索】では、各辞事典に応じたオリジナルの絞り込み機能を備え、より詳しく検索できるように 

なっています。言葉の意味を調べるだけではもったいない、欲しい“知識”が素早くわかります。 

 

 

 

 京都橘大学の HP からたどる 

まず、Google[グーグル]や Yahoo![ヤフー]で【京都橘大学】と入力検索し、京都橘大学 HP を表示します。 

その後、【図書館】のタブをクリックすれば、京都橘大学図書館 HP が表示されるので、画面を下部へ移動 

させ、【文献検索/電子コンテンツ】をクリックしてください。図書館が契約しているデータベース一覧より 

Japan Knowledge Lib を選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データベースマニュアル（2017.4） 

Japan Knowledge Lib 
[ジャパン ナレッジ リブ] 

接続方法 
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Ａ：検索メニュータブ 

    検索機能を切り替えることができます。 

  搭載コンテンツすべてを使った、一括検索の場合は、基本検索を選びましょう。 

Ｂ：検索範囲 

  「見出し」と「本文」を切り替えて検索することができます。 

  デフォルトでは「見出し」になっています。 

Ｃ：検索ボックス 

  調べたいワードを入力してください。 

  サジェスト機能があるので、調べたいワードを入力していくと、その文字に続く候補が自動的に表示され 

  ます。（最大 10 件の候補） 

Ｄ：コンテンツファセット/メディアファセット 

  表示された検索結果を、分野や搭載コンテンツごとに仕分け、必要な情報を絞り込むことができる機能 

  です。 

  気になるコンテンツ種別をクリックすれば、具体的な辞書・事典の名称が表示されます。 

Ｅ：検索結果一覧から、閲覧したい項目をクリックすると、その項目の本文が表示されます。 

  本文左上部には、具体的な辞書・事典名があります。 

Ｆ：検索結果表示切り替え 

   

 

 

 

 

ソートのデフォルトは「関連度順」になっています。 

これは、検索ボックスに入力したワードと、適合性がより高い項目順に表示させる 

ためです。 

完全一致 ⇒ 前方一致 ⇒ 部分一致 の順で並んでいます。 

 基本検索 

 

Ａ 

Ｄ 

Ｂ Ｃ 

Ｃ

Ａ Ｅ 

Ｆ 



3 

 

 

 

 

ここでは、搭載されているコンテンツの内、『新編 日本古典文学全集』（小学館）の語彙検索機能を紹介 

します。 

≪例≫ 『新編 日本古典文学全集』に収録されている『源氏物語』の本文中にある、“夢”を 

    ピックアップする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ：検索メニュータブ 

    検索機能を切り替えることができます。詳細（個別）検索

を選びましょう。 

Ｂ：コンテンツ選択メニュー 

  クリックするとプルダウンメニューが展開、コンテンツを 

  選ぶことができます。 

  ※例題より、『日本古典文学全集』を選択します。 

Ｃ：内容項目選択メニュー 

  実際には、Ｂで選んだコンテツにより表示される内容が 

  異なります。 

  『日本古典文学全集』の場合は、まず、 

「時代」「ジャンル」「作品名」の 3 つに大別されるので、 

自身の検索に合った項目を選びます。 

※今回の例題では具体的な作品名『源氏物語』を設定 

 しているので、「作品名」の項目から『源氏物語』を 

 選び、クリックしてください。✔ が付くはずです。 

Ｄ：検索ボックス 

  検索するワードを入力します。 

Ｅ：検索範囲 

  コンテンツによって異なりますが、様々な範囲を設定 

  することができます。 

  例題の『日本古典文学全集』の場合は、 

「作品名」「古典本文」「現代語訳」「頭注」「すべて」から 

えらぶことができます。 

※例題では「古典本文」を選択します。 

 

詳細（個別）検索）  
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DB：Japan Knowledge Lib には、検索結果本文（テキスト）をコピー＆ペーストした際、その引用元情報を 

自動的に追加する機能があります。 

 

 

 

 

                      コピー＆ペースト 

 

 

 

 

ある事項について検索、本文（テキスト）を読んでいたら、別の疑問が湧いてきた、という時に便利です。 

分からないことは“今すぐ解決”です。 

 

 

その他の機能① ～引用元挿入  

 

重要メモ 
 

DB：JapanKnowledge Lib の利用が終了したら、速やかに画面右上部の                         ボタンを 
  

クリックし、必ず利用終了してください。 

その他の機能② ～Knowledge
ナ レ ッ ジ

 Searcher
サ ー チ ャ ー
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Ａ：本文右手にある、Knowledge Searcher 

    をクリックし、白からピンクにします。 

Ｂ：調べたいワードをマウスでなぞり、 

  選択します。 

  ※この場合は、「紫史」を選択しました。 

Ｃ：別ウインドウで検索結果が表示され 

ます。 

 

 

 


